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有するものとそうでないもの、たとえば、indeed, doubtless, no doubt, perhapsなど
があるが、両者を談話機能の観点から見ると、明確な違いがあることがわかった。
文頭位置では、-ly語尾のない法副詞が起こる傾向が強いことを、本論文は明らかに
する。さらに興味深い点は、この傾向が20世紀の後半以降、さらに強まっているこ
とである。-lyが付与される副詞が典型的な副詞であるとするならば、-lyを伴わない
副詞は周辺的な副詞であり、この周辺的な法副詞が談話機能を獲得する変化が、現
在も進行中であるという。 
 また本論文は、法副詞の振る舞いを、20世紀の変化に限らず、より大きな英語史
の視点でもとらえている。法副詞の史的変化を扱った第6章では、談話的機能が比較
的強いと考えられる-lyを伴わない副詞に焦点を当てながら、近現代英語期を通じ
て、その文中での位置がどのように変化するかを議論する。この章におけるさまざ
まな指摘の中でも特に注目すべきは、これらの法副詞が文頭位置に起こる傾向は、
一貫して強まってきたわけではないという点である。初期近代英語期から後期近代
  
英語期にかけては、動詞句の位置、すなわち文頭ではなく文の半ばで起こる傾向が
一旦強まっていることが明らかにされている。-lyを伴わない副詞は周辺的であり、
したがってまず法副詞としての資格を獲得する段階を経るのだと、本論文は主張す
る。動詞句の位置は、いわば副詞が生起する典型的な位置であり、この位置に起こ
ることでdoubtless, no doubt等は副詞としての地位を確実なものとし、そののちに、
文頭位置への移動が本格的に始まる。生起位置に関するこの二つの動きは、一見し
たところ矛盾していると感じられるかもしれない。しかし本論文は、法副詞として
の地位の獲得と談話化という二つの通時的変化を整理することで、解決策を示すこ
とに成功している。 
 このように本論文は、法副詞という、分類がきわめて難解な領域に談話機能とい
う視点を導入し、通時・共時の両面から一貫した結論を導き出している。コーパス
を利用した大規模な調査による検証とともに、コーパスの弱点を補うために母語話
者を対象としたアンケート調査を組み合わせるなど、手堅い手法が確認できる点
も、評価できる。ただし、望まれる点がないわけではない。談話機能を手掛かりに
法副詞を分類する手法をとりながら、前後の文への気配りが、やや不十分であると
いえる。また談話機能そのものが多様であることへの配慮も、議論の過程で深めら
れるべきであっただろう。しかし、これらの点は、むしろ今後の研究の発展を期待
させるものと解釈することが可能であり、論文の価値を損なうものではない。 
以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値ある
ものと認められる。なお、2015年2月17日、調査委員３名が論文内容とそれに関連し
た事柄について口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公
表に際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとする
ことを認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
